













































































はイタリアの活字製造者ジャンバティスタ・ボドニが 19 世紀初期に制作した活字、［図 1




































究会を 2 回開催、また、真間あんどん祭りに関連した取り組みを 2018 年と 2019 年、それ
ぞれに実施した。本項では、それらの取り組みに対して、制作した広報物の事例を報告する。
3.1　ドクメンタ＆ミュンスター彫刻プロジェクト報告会




ドイツで開催される 4 年もしくは 5 年に一度の開催さ
れる国際美術展である。一方、ミュンスター彫刻プロ
ジェクトは同じくドイツで 10 年に一度開催される彫刻

























3.2　『Dennis Muraguri / Patti Endo 
Emerging Artist from Kenya』展
　前項と同じく山内の企画により本学において
2018 年 11 月 27 日から 30 日にナイロビを拠点に
活動している 2 名の若手現代作家の作品を展示
した『Dennis Muraguri / Patti Endo Emerging 





























紙厚（フライヤーの場合は 90 kg から 110 kg、DM の場合は 195 kg から 225 kg）より厚























































































































































































































































































































































































































































ザインや NPO 法人 BankART1929・新港ピア活用協議会の共同事業体が運営する期間限
定のクリエイターの活動拠点／新・港区ハンマーヘッドスタジオのパンフレットで使用さ
れている。
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ディアミュージアムを事例として─」慶應義塾大学博士論文
